
お問い合わせ先
事務局復興事業推進課
電話：024-547-1686

メール：hukkou@fmu.ac.jp
復興に向けた福島県立医科大学の主な取組

福島県復興ビジョン

基本理念

原子力に依存しない、安全・安心で持続的に発展可能な社会作り

ふくしまを愛し、心を寄せるすべての人々の力を結集した復興

誇りあるふるさと再生の実現

復興 医療新産業 健康

長崎大学・広島大学、放射線

医学総合研究所との連携協定

国際機関との協力・連携

臨床研究

イノベーションセンター

・保健医療従事者養成

施設整備事業

・ふくしま子ども・女性医療

支援センター

本学の強みを活かした

研究の推進

震災と原発事故によって新たに課せられた歴史的使命を果たし、希望の未来を拓く

地域医療の再構築研究成果の発信

寄附講座
・周産期・小児地域

医療支援講座

・災害医療支援講座

・地域救急医療支援

講座 など

健康長寿日本一の達成

民間等の

支援・協力

福島の

復興を牽引
優れた医療人

の育成・確保

優れた価値ある

研究成果の発信

福島県立医科大学復興ビジョン2014

県民の健康

長寿の実現

ふくしま国際医療科学センター

医療－産業トランスレー

ショナルリサーチセンター

先端臨床

研究センター

先端診療部門

（附属病院）

教育・人材育成部門

ふくしま医療

－産業リエゾ

ン支援拠点

産学官連携

医療-産業

TRセンター

連

携

最先端の医療設備を備えた

病棟の新設
・緊急被ばく医療に対応した

高度救命救急センター
⇒廃炉作業に伴う作業員の事故や

それに伴う傷病への対応

・ＲＩ病床

・こども医療センター

・ＰＩＣＵ

・総合周産期母子医療センター

・甲状腺・内分泌診療センター

・健康増進センター

会津医療センター

放射線医学に関する

世界的研究拠点の構築

県民の健康の長期的な見守り

地域医療機関との連携

福島

医大

地域の

診療所

病院

など

紹介・逆紹介

地域包括ケアシステムへの対応

・医療・健康・福祉の一体化

寄附講座
・心臓病先進治療学講座

・生活習慣病・慢性腎臓病

(CKD)病態治療学講座など

病棟再編への対応

・新専門医制度に合わせた病棟再編

・フレシキブルに対応できる病棟再編

新産業の創出

・医大生、医大卒業生

の県内定着

・附属病院内の

若手医師の育成

・臨床研究の発信力強化

臨床研究教育推進部

医療人育成・支援

センターの強化・充実
・卒前（学生）・卒後

（研修医）教育の一貫支援

⇒ワンストップ

サービスの実現

・内科・外科学講座の再編

・総合診療医の育成

新専門医制度

に向けた取組

福島県民約200万人

を対象にした、人類

史上類を見ない大

規模な調査を実施

震災当時概ね18歳

までの子ども約38

万人に対する甲状

腺検査を実施

福島県の取組

県民の生活習慣の改善に

向けた「運動・食・社会参

加」の三本柱を軸とした健

康づくりの推進による「健康

放射線医学

県民健康管理センター

連

携

原発作業員の

放射線被ばく量の管理

実験動物研究施設の機能強化・拡充

病院の再整備
・手術室棟の増築(高機能手術室の整備)

・大学病院としての機能の整備

・学生・研修医の環境整備

平成28年6月現在

・県外医師確保

・臨床研究人材育成

・総合診療医の育成

・健康長寿の達成
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～ 事業概要 ～１ 放射線医学県民健康管理センター

福島県「県民健康調査」の概要と現状

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf


甲状腺検査 こころの健康度・生活習慣に関する調査

お問い合わせ先
放射線医学県民健康管理センター
電話：024-549-5130
メール：kenkan@fmu.ac.jp

１ 放射線医学県民健康管理センター

甲状腺検査、こころの健康度・生活習慣に関する調査

対象年齢区分（※）に応じた調査票を送付し、回答いただきます。
※対象者の年齢区分は、0〜3歳、4〜6歳、小学生、中学生と一般の計５つに

区分しています。

▼ 回答後の対応
回答内容から、支援が必要と思われる方には、「こころの健康支援チーム」の

臨床心理士、保健師、看護師等から、お電話をさせていただき、こころの健康や
生活習慣に関する問題についてアドバイスや支援を行っています（下図参照）。
また、継続した支援が必要と思われる方には、地域の登録医師や市町村と連携

し、継続的なケアを受けられる体制となっています。

▼ 検査の流れ
一次検査は、スクリーニング検査として、詳細な検査の必要があると思われる

人を探し出す目的で行います。
二次検査は、精密検査で、より詳細な超音波検査と尿検査、血液検査を行いま

す。また、必要と思われる方には細胞の検査も行います（穿刺（せんし）吸引細
胞診）。二次検査の結果、経過観察もしくは何らかの治療が必要となった場合は、
通常の保険診療に移行し、主治医のもと適切な対応が選択されます。

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
mailto:kenkan@fmu.ac.jp


～ 事業概要 ～２ 先端臨床研究センター

１．事業の目的・概要

最先端の医療機器等による各種疾患の早期発見拠点を整備・運営し、県民の長期的な安全安心を維持・確保する。

同一敷地内で薬剤の合成から前臨床、臨床研究・治験、治療までを一気通貫で実施可能な環境を整備することで医療・研究水準
の向上を図るとともに、(独)放射線医学総合研究所との連携による環境中放射性物質の調査・解析に取り組む。

最先端医療
機器による
早期診断

県民の健康障害の発生に備え、最先端の医療機器
等によるあらゆる疾患の早期発見拠点を整備・運営
し、県民の長期的な安全安心を維持・確保する。

日本初の統合型
ＰＥＴ／ＭＲＩ導入

中型サイクロトロンＰＥＴ／ＭＲＩ

臨床現場では最高スペック
の３ビームサイクロトロン

国内最高級
スペック
機器の導入

福島の復興を健康面から支える

新病院棟（ＲＩ病床）

治療

新病棟４階にＲＩ内用療法に対応した病床
を９床設置。3.7～37GBq（100～1,000mCi）
万が一、原子力災害等により被ばく患者が発生
した場合には、ＲＩ病床で治療を実施する。
※平成２６年３月３１日日本学術会議提言

「緊急被ばく医療に対応できるアイソトープ内用
療法拠点の整備」

放射線に対する県民の不安を払拭し、

中長期的に県民の健康を守るため、高度機器
や体制の整った治療施設拠点を整備する。

＜先端診療部門＞

診断

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf


～ 事業概要 ～２ 先端臨床研究センター

２．これまでの取組み等

平成２３年１１月 「放射線医学・最先端診断に係る研究開発拠点の整備」（平成２３年度第３次補正予算：文科省約１１３億円）
平成２４年１１月 先端臨床研究センター設立、日本初の統合型ＰＥＴ／ＭＲＩを導入
平成２５年 ４月 ＰＥＴ／ＭＲＩ保険診療開始
平成２６年 ５月 センター建設工事開始 （平成２８年１月完成予定）
平成２８年 ６月～ 新棟にて本格稼動

薬剤
合成

前臨床

臨床研究

治療

中型サイクロト
ロン

・輸入に依存する９９ｍＴｃ合成の製造研究を放医研と共同で実施
・国内では未承認の１７７Ｌｕ、２１１Ａｔなどを用いた新たな放射性薬剤を合成
・ホウ素中性子捕捉療法（ＢＮＣＴ）の術前検査で用いるＦＢＰＡを合成

・新薬候補をﾏｳｽなどに投与し、小動物物用ＰＥＴ/ＳＰＥＣＴ/ＣＴ
で撮影、安全性や効果などを検証

・新薬候補をヒトに投与し、ＰＥＴ/ＭＲＩで撮影、
効果を検証する臨床研究・治験

・甲状腺がんの治療
・新たな放射性薬剤を用いた
ＲＩ内用療法

ＰＥＴ/ＭＲＩ

新病院棟（ＲＩ病床）

治験

３．将来の姿・方向性

お問い合わせ先
先端臨床研究
センター
（復興事業推進課）
電話：
024-547-1674
メール：
hukkou@fmu.ac.jp

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
mailto:hukkou@fmu.ac.jp


～ 事業概要 ～３ 医療－産業トランスレーショナルリサーチセンター

１．事業の概要

福島医薬品関連産業支援拠点化事業を推進し、医療界と産業界の橋渡し役をいたします。

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf


H12 ～ 21 H23 H24 H25 H26 H27 H28

【NEDOプロジェクト】

タンパク質機能
解析プロジェクト

タンパク質機能解
析・活用プロジェク
ト

【JSTプロジェクト】

H22

現在

地域産学官共同研究拠点整備事業「ふくしま医療-産業リエゾン支援拠点」 （H23.7より始動）

【成果例】
・5000個のがんマー
カー遺伝子候補

・企業開示42件 等

震災復興

東日本大震
災2011/3/11

化合物等を活用した生物システム制
御基盤技術開発

28日間反復投与試験結果と相
関する遺伝子発現データセッ
トの開発

福島医薬品関連産業支援拠点化事業
（疾患と解析法の拡大 ＋ 復興プロジェクト）

医産TRセンター設立 (H24.11)

キックオフ会議
(2013.2.18)

進捗報告会
(2014.3.5)

進捗報告会
(2015.2.24)

新研究棟
（2016.7）
竣工予定

平成23年度
三次補正予算

・ 100

50・

( + JBIC)

研究員・職員数

123 名

人
数

・ ・ ・ ・ ・・

遺伝子発現解析技術を活用した個別がん医療の

実現と抗がん剤開発の加速

企業支援
契約開始

【契約案件】

外部評価
委員会
（2015.7.31）

３ 医療－産業トランスレーショナルリサーチセンター

２．これまでの取組み等

お問い合わせ先 医療-産業トランスレーショナルリサーチセンター
電話：024-547-1125 メール：i-san-tr@fmu.ac.jp

進捗報告会
(2016.4.28)

開所式予定
(2016.9)

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
mailto:i-san-tr@fmu.ac.jp


～ 事業概要 ～

１．事業の目的

３つの柱を軸に最先端医療の提供を構築していく。
また、患者に寄り添った設備と大学病院としての教育環境の充実を図る。

診療・教育・研究

2. 母とこどもを守り安心して産み育てる環境
・総合周産期母子医療センターの充実強化
・こども医療センターの設置
・ＰＩＣＵ（小児集中治療室）の設置

1.災害や被ばくに強い救急・RI療法
・３次被ばく医療機能を合わせ持つ
「災害医療・救命救急センター」の設置

・国内最大級のＲＩ内用療法の拠点

3.医療環境の充実
・血液内科病棟、臨床腫瘍センター、
化学療法センター、放射線治療部門の充実

・女性病棟の設置

新たな使命(災害や被ばく)に対応するための治療・教育・研
究の拠点となり、全ての県民が、安全で安心に暮らすことが
できる社会の実現を目指す。

４ 先端診療部門（附属病院）

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf


2.母とこども守り安心して産み育てる環境
・ＭＦＩＣＵの拡充 ６床→９床
・ＮＩＣＵの拡充 ９床→１５床
・ＧＣＵの拡充 ８床→12床
・ＰＩＣＵの新設 ８床新設

1.災害や被ばくに強い救急・RI内用療法の拠点

・救急機能の整備
・緊急被ばく病室の新設
・RI治療病室９室の新設(被ばく対応)
・治療に応じた線量対応病室
・甲状腺・内分泌診療センターの拡充

3.医療環境の充実
・血液内科個室の環境整備
・臨床腫瘍センターの拡充
・化学療法センターの拡充（20床から35床）
・最新の放射線治療機器の導入
・4階東病棟を女性病棟としてプライバシー
への配慮

4.その他
・1階 災害等発生時に多数傷病者を受け入れトリアージから治療までできるホール
・5階 こども病棟⇒プレイルームの他、勉強できるスペースや催し物ができるイベントホール
・患者のプライバシーを考慮したレイアウトとし、またほぼ全ての患者さんに窓が配置されている
快適な病室

・開放的なスタッフステーション

２． 概要

４ 先端診療部門（附属病院）

お問い合わせ先 先端診療部門（病院経営課）
電話：024-547-1821 メール：bkeieig@fmu.ac.jp

ふくしま いのちと未来のメディカルセンター棟

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
mailto:bkeieig@fmu.ac.jp


～ 事業概要 ～５ 教育・人材育成部門

１．事業概要

【臨床系講座】
・放射線健康管理学講座（H23.10.1開設）
・甲状腺内分泌学講座（H25.3.1開設）
・災害こころの医学講座（H25.10.1開設）
・放射線腫瘍学講座（H26.8.1開設）
・腫瘍内科学講座（H26.9.1開設）
・放射線災害医療学講座（H26.10.1開設）

【社会医学系講座】
・疫学講座
（H25.8.1開設）

・健康リスクコミュニケーション学
講座

（H27.1.1開設）

【基礎医学系講座】
・放射線生命科学講座

（H23.11.1開設）
・放射線物理化学講座
（H25.8.1開設）

各センターを支えるため
の多くの優れた人材を育
成

災害、緊急被ばく医療及
び地域医療に資する次
世代の医療人の育成

国内外の医療・研究機関
と連携し、放射線医学に
関する最先端の教育・研
究体制を整備

2．目指すべき姿・方向性

県民の健康を生涯にわたって支える人材を育成・確保

世界トップレベルの放射線医学に関する研究拠点

県民に果たす
役割

原子力災害からの復興から得られた経
験と知見、人材を全世界に向けて発信

子どもから高齢者まで、全ての県民が、
これまで以上に安全で安心に暮らすこ
とができる社会の実現

お問い合わせ先
教育・人材育成部門
（復興事業推進課）
電話：024-547-1686
メール：
hukkou@fmu.ac.jp

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
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～ 事業概要 ～６ 長崎大学・広島大学、放射線医学総合研究所との連携協定

１．事業の目的・概要
●目的

長崎大学・広島大学、放射線医学総合研究所の理念、特色等を踏まえつつ、教育研究診療面における連携活動
を通じて、相互の教育研究診療の一層の進展を目指すとともに、被ばく医療並びに放射線影響に係る創造的・先
駆的な研究拠点の形成を協力して推進し、地域の発展と人材の育成に寄与することを目的として連携協定を締結
している。
●低線量被ばく線量モニター開発事業の概要

（リンパ球分離）

培養ロボットにより、採取
した血液からリンパ球の
み分離し、培養器に入れ
る段階までの過程をすべ
て全自動で処理する。

（細胞固定）

培養したリンパ球を低
張処理した後、メタノー
ルや酢酸溶を加え細
胞を固定する。

（自動標本作製）

固定したリンパ球から顕
微鏡観察用のスライド
標本を自動作成する。

（自動解析技術開発）

ギムザ染色による解析の自動化
により短時間で大量のサンプル
処理が可能。

低線量域では大量の細胞数を
解析するため、全自動化画像解
析ソフトが不可欠。

（校正作業）

放射線被ばく量と異常の相関を表す標準曲
線を作成するため、広島大学で開発した
FISH法を用い末梢リンパ球に低線量域の放
射線照射を行う。

技術支援広島大学

福島県立医科大学

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf


～ 事業概要 ～

２．これまでの取組み等

平成２３年 ４月 長崎大学・広島大学との連携協定締結
平成２３年 ８月 放射線医学総合研究所との連携協定締結
平成２４年１２月 広島大学と低線量被ばく線量モニター開発事業に関する共同研究契約締結
平成２６年 ５月 Ｂ棟（環境動態調査施設）建設工事着工

３．将来の姿・方向性

６ 長崎大学・広島大学、放射線医学総合研究所との連携協定

福島県立医科大学

長崎大学 広島大学
放射線医学
総合研究所

・環境動態調査事業
・中型サイクロトロンでの研究

・低線量被ばく線量モニ
ターに関する共同研究

・共同大学院設置構想

お問い合わせ先
事務局復興事業推進課
電話：024-547-1686
メール：hukkou@fmu.ac.jp

お問い合わせ先
事務局教育研修支援課
電話：024-547-1095
メールgakuseik@fmu.ac.jp

お問い合わせ先
事務局復興事業推進課
電話：024-547-1686
メール：hukkou@fmu.ac.jp

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
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～ 事業概要 ～７ 国際機関との協力・連携

福島におけるＩＡＥＡとの協力に関する覚書 概要

※ＲＡＮＥＴ（Response and Assistance Network）とは、ＩＡＥＡにおいて、原子力事故又は放射線緊
急事態発生時の国際的な支援の枠組みとして構築された、緊急時対応援助ネットワーク。

①福島における除染
②除染活動から生じた放射性廃棄物の管理
③無人航空機による環境マッピング技術の活用
④分かりやすいマップ作成のための放射線モニタリング・データ活用上の支援
⑤放射線安全及びモニタリング・プロジェクトの管理支援

福島県とＩＡＥＡとの間の実施取決め（協力分野：放射線モニタリング・除染）

福島県立医科大学とＩＡＥＡとの間の実施取決め（協力分野：人の健康）

外務省とＩＡＥＡとの間の実施取決め（協力分野：緊急時対応）

①原子力又は放射線緊急事態の際に支援を行う医学物理士のための具体的なトレーニ
ング・パッケージの作成
②放射線、健康と社会：「福島原発事故後の放射線関連教育の最前線」
・2013年以降に得た情報等を活用しつつ、医療関連専門家及び医学生の能力開発によ
る放射線医学教育の強化支援を継続する。

協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

福
島
県
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
間
の
協
力

緊
急
時
対
応
能
力
研
修
セ
ン
タ
ー

覚

書

①ＲＡＮＥＴ（※）機材を福島県に保管
②各国・自治体関係者向けに福島県において研修等を実施
③アジア太平洋地域の緊急事態においてＲＡＮＥＴ機材を使用

協
力
内
容

お問い合わせ先 IAEAとの協力・連携について 放射線医学県民健康管理センター
電話：024-573-1501 メール：kenkani@fmu.ac.jp

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
mailto:kenkani@fmu.ac.jp


産学官連携セミナー

初代培養細胞の
作成と感受性試験

企

業
ニーズ

通常清浄レベルの
動物実験

高清浄レベル（ＧＬＰ準拠）
大規模動物実験

加工株化培養細胞を用いた
大規模細胞製造・感受性試験

トランスクリプトーム解析
遺伝子機能解析
プロ手オーム解析
ゲノム解析 etc.

ふくしま医療ー産業リエゾン支援拠点

共同研究

マッチング
コーディネート

医大付属病院

ニーズ発掘

マッチング

コーディネート
創 薬
企 業

診断薬
企業

共同研究
成果有体物
等提供契約

ニーズ抽出
コーディネート

役割分担・連携

会津大・日大等

学学連携

福島県立医大 医療ー産業連携スキーム
（ふくしま医療ー産業リエゾン拠点とＴＲセンターを活用した医産連携の推進）

※ＴＲセンター：医療-産業トランスレーショナルリサーチセンター

医療-産業連携の推進
地域・企業ニーズ・医療ニーズ・研究シーズのマッチング

TRセンター

地域経済活性化・新産業創出・雇用創出

研究シーズ

リエゾン設備機器活用

オープンスペースラボ

病院見学会
創薬支援

８ 産学官連携

お問い合わせ先
事務局 医療研究推進課
医療産業連携係
電話：024-547-1790
メール：liaison@fmu.ac.jp

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
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～ 事業概要 ～

１．事業の目的・概要

奨学を目的とする民間等からの寄附等を有効に活用し、もって法人の教育研究の進展及び充実
に資することを目的とする。
学内には下記のように様々な寄附講座が設置されており、現在、２３の寄附講座が設置されてい
る。

①先端がん免疫治療学講座
②多能性幹細胞研究講座
③地域産婦人科支援講座
④腫瘍生体エレクトロニクス講座
⑤災害医療支援講座
⑥周産期・小児地域医療支援講座
⑦地域救急医療支援講座
⑧白河総合診療アカデミー
⑨肺高血圧先進医療学講座
⑩生活習慣病・慢性腎臓病（ＣＫＤ）病態治療
学講座

⑪東白川整形外科アカデミー

教育研究の進展及び充実

平成２８年度（４月１日現在）

⑫疼痛医学講座
⑬地域整形外科支援講座
⑭外傷学講座
⑮消化器内視鏡先端医療支援講座
⑯スポーツ医学講座
⑰外傷再建学講座
⑱生体機能イメージング講座
⑲多発性硬化症治療学講座
⑳医療エレクトロニクス研究講座
21不整脈病態制御医学講座
22心臓病先進治療学講座
23先端核医学医療講座

９ 寄附講座（その１）

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf


腫瘍生体エレクトロニクス講座

生活習慣病・慢性腎臓病(CKD)病態治療学講座

心臓病先進治療学講座

２．これまでの取組み等（その１）

本学では、平成２０年１２月に初めての寄附講座を設置して以来、以下のような様々な研究に係
る取組を進めてきた。

・心臓病に合併する睡眠時無呼吸症候群の診療体制の構築

※研究拠点を設置し、新たな診断法、治療法、診療体制を構築し、医療と社会に
貢献することを目的。

・慢性腎臓病(CKD)の集約的治療法の開発と地域医療連携システムの構築
※県内全域におけるCKD医療連携システム構築と効果検証、家庭透析の普及促
進、新規治療と従来からのARB等を組み合わせた集約的治療法の確立を目的。

・がん患者の免疫化学療法及び関連する生体計測に関する研究

※大腸がんなどの科学療法において免疫療法を併用し、化学療法の副作用軽減
と長期継続が可能となり、効果の増強をもたらすなどの効果を証明すべく臨床試
験を行い、新たな免疫療法を提案することを目的。

寄附講座の主な取組内容（その１）

９ 寄附講座（その１）

お問い合わせ先 事務局医療研究推進課研究推進係
電話：024-547-1825 メール：rp@fmu.ac.jp

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
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～ 事業概要 ～

２．これまでの取組み等（その２）

災害医療支援講座

地域救急医療支援講座

・災害医療に関する研究、被災地の医療ニーズの研究

※県内の医療に対する住民ニーズ及び受療動向に関するデータの収集
及び分析。また、被災地において医師を受け入れる際の診療体制及び
勤務環境整備に関する調査及び分析を目的とする。

周産期・小児地域医療支援講座
・周産期・小児医療支援システムの構築と地域密着型後期研修プログラ
ムの研究及び開発

※須賀川地方の小児科及び産婦人科医療に対する住民ニーズ及び受
療動向に関するデータの収集及び分析等を目的とする。

寄附講座の主な取組内容（その２）

・地域救急医療体制の基盤強化

※福島市における救急医療に対するニーズ及び受療動向に関するデー
タの収集及び分析を行い、また、一次・二次・三次救急の系統的な教育・
研修プログラムの構築等を目的とする。

など

１０ 寄附講座（その２）
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３．今後の方向性

寄附講座 学外の第三者からの寄
附金を財源

透明性の確保

研究活動実績及び研究成果

外部有識者の意見や評価を聴取し、幅広
の視点や知見からの評価や助言を行う。
①成果報告会の実施
②寄附講座アドバイザーの活用

社会への還元、
社会貢献の実現

１０ 寄附講座（その２）

お問い合わせ先 事務局医療研究推進課研究推進係
電話：024-547-1825 メール：rp@fmu.ac.jp

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
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１．事業の目的・概要

・実験動物研究の需要増大に伴う過密飼育の対策を検討した結果、既存スペースでは不足して
いることが明らかとなった。
・また、文部科学科研費取得に占める動物実験数、大学院の学位記取得に占める動物実験論
文の割合が増加傾向にある。
・さらに、一部の飼育室において100％を超える飼育状態など、危機的な状況にある。

・以上から、施設の増設や既存施設内の改修により、物理的スペースを確保し、法令順守・社会
的要請に沿うとともに、本学の世界に誇れる研究を支えていくための環境を整えていく。

２．これまでの取組み等

・実験動物研究施設検討部会設置（平成２６年１月）

・実験動物研究施設検討部会開催（第１回～第４回、平成２６年１月、２月、４月、５月）

・研究推進戦略室会への報告（平成２６年１月、２月、６月）

・研究推進戦略室会議における対応策に係る最終報告の協議（平成２６年８月）

・役員会への最終報告（平成２６年９月）

・研究推進戦略室へ実験動物研究施設増築基本構想を報告（平成２７年５月）

１１ 実験動物研究施設の機能強化・拡充

1
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※上記スケジュールは、あくまで想定であり、今後県との協議が必要である。

～ 事業概要 ～

平成
２８年度

平成
２９年度

平成
３０年度

平成
３１年度

・特殊要因として予算調整

・建設着工

・供用開始

３．将来の姿・方向性

平成３１年度の供用開始まで
は、現有施設の中で不要動物
削除や動物・飼育棚の変更等
を調整・工夫をしながら対応し
ていく。

１１ 実験動物研究施設の機能強化・拡充

お問い合わせ先
事務局医療研究推進課研究推進係
電話：024-547-1825
メール：rp@fmu.ac.jp2
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～ 事業概要 ～

１．事業の目的・概要

●ミッション：
福島県の医療を元気にし、福島県民を元気にするために、県民の健康と命を守る医療者を、臨床研究のリテラシー習
得を通じて元気にする
●ゴール：2025年までに
・診療現場の問題を解決するための臨床研究リテラシーを有する医師を1000名、優れた臨床研究者を100名育成
・福島県立医科大学から発信される臨床研究の質と量（国際雑誌に発信する論文）を日本のトップレベルにする
・総合的な診療の力と、科学的に探求する力、の両方を有するアカデミックな総合診療医と指導医を50名育成
・診療とともに、予防もできる総合診療医を増やし、福島県民の健康寿命を日本のトップレベルにする

臨床研究フェローシップ
若手臨床医が独立した臨床研究者となることを実現する、我が国発の本格的な人材育成プログラム

＜特徴＞
①学習と実践演習のためのprotected timeを確保
若手医師を福島県立医科大学臨床研究イノベーションセンターに所属する有給の助手（臨床研究フェロー）として雇用し、臨床研究
の学習と実践演習に専念して取り組むための時間と収入を確保。このprotected timeを活かして、臨床研究リテラシーの系統的学
習と臨床研究のコンピテンシーを習得。
②診療・臨床支援を行い、現場感覚を持ちながら、臨床研究を学ぶ
本プログラムは福島県が支援し、県外から有能な臨床医を福島県内に招致するために作られた。臨床研究フェローは毎週、定期的に、
県内のフェローシップ連携施設で診療支援を行う。同時にモデル地区で健康長寿事業に取り組む。

白河総合診療アカデミー
我が国で初の、後期研修医に総合診療と臨床研究の両方を教育するプログラム

ビジョン
・福島と日本の医療を担う総合診療医と、次世代の総合医を育成する指導医の養成
育成する医師像
・福島県民に包括的で質の高い医療を提供する総合診療医
・福島県民の健康寿命の延伸のために、診療とともに、予防も提供するハイブリッドな総合診療医
・「自分の診療が本当に正しいのか？」 を科学的に評価する臨床研究を行えるアカデミック総合診療医

１２ 臨床研究イノベーションセンター

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf


２．これまでの取組み等

平成２５年 ３月 臨床研究イノベーションセンター発足
平成２５年１１月 臨床研究フェロー着任
平成２６年 ４月 専任教員２名着任
平成２６年 ６月 白河総合診療アカデミーの設置決定
平成２７年 ４月 白河総合診療アカデミー開設

これまでに8名の若手医師を県外からフェローとして確保

３．将来の姿・方向性

１２ 臨床研究イノベーションセンター

お問い合わせ先
臨床研究イノベーションセンター
電話：024-547-1467
メール：info@fuji-future.jp

緊急の時間軸

短期的時間軸

中期的時間軸

県民の命を守る → 医療支援
県外医師確保 → 臨床研究イノベーションセンター

福島の高速な高齢化を支えるのは→総合診療
総合診療医の育成 → 白河総合診療アカデミー

未来の福島の医療を支える
→医大生、初期研修医の県内定着
医大生、初期研修医に臨床の楽しさ、
自信と希望を持たせる → 臨床研究教育推進部

長期的時間軸

健康長寿：県民の究極の目標
事業の科学的な 計画・評価

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
mailto:info@fuji-future.jp


１３ 臨床研究教育推進部

１．事業の目的・概要

●目的
・医大生県内定着
・医大病院内に若手医師のロールモデル育成
・医大臨床研究発進力の強化

●対象
医大学生、研修医、大学院生、県内の医師
医大の全臨床講座

●ミッション
臨床研究教育にイノベーションを起こし、
福島医大の求心力と臨床研究発信力を高める

●ゴール
福島医大を東北ブロックの臨床研究を
リードする中核大学にする

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf


１３ 臨床研究教育推進部

２．これまでの取組み等

平成２７年 ４月 臨床疫学研究教育推進部 設置

５月 臨床研究の遠隔学習資源を構築・配信開始

１０月 臨床データ解析の遠隔学習資源を構築・配信開始

附属病院内の臨床疫学研究の解析・論文化支援の開始 (受理論文あり)

平成２８年 ４月 大学院生(臨床疫学専攻)の指導協力を開始

３．将来の姿・方向性

お問い合わせ先
臨床研究教育推進部
電話：024-547-1471
メール：
direct{@マーク}fmu.ac.jp

研究支援

臨床疫学

研究教育

大学院生

指導

医大発の良質な

臨床研究の発信

・実地診療への還元

・診療ガイドラインへの反映

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
mailto:direct@fmu.ac.jp


１．事業の目的・概要

卒前医学教育と卒後臨床研修を一貫したものとするため、医学教育部門と臨床医学教育研修部門が
相互連携し、医学生・臨床研修医・後期研修医・研修指導医をサポートする。
更に、東日本大震災後、平成23年度文部科学省3次補正の国庫補助事業採択により、災害医療総合

学習センターを設置し、災害医療・放射線被ばく医療に係る教育・研修体制の充実と人材育成、避難
住民を対象とした健康相談などに取り組む。
また、看護学教育研修部門を追加設置し、医学部と看護学部による連携した医療人支援に取り組む。

２．これまでの取組み等

平成20年4月 医学教育部門を設置：クリニカル・スキル・ラボラトリーにおけるシミュレーション
学習など

平成20年4月 臨床医学教育研修部門を設置：卒後6年間（卒後臨床研修・後期研修）の一貫した研修
体制の整備など

平成24年5月 災害医療総合学習センターを設置：福島災害医療セミナー、よろず健康相談など
平成26年4月 看護学部教育研修部門を設置：就職ガイダンス、看護シミュレーション教育研修など

３．将来の姿・方向性

大学の横断的組織として、総合科学、生命科学・社会医学、臨床医学、また、医学部、看護学部の
学部を越えて、学生から医師、看護師まで医療人としての成長を支援し、本県の地域医療の発展に益々
貢献していく。

１４ 医療人育成・支援センターの強化・充実

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf


福島県の地域医療の発展に貢献する

医療人育成・支援センター

医学教育部門 看護学教育部門

災害医療総合学習センター
臨床医学教育研修部門

■スキルラボ（シミュレーション教育）
■模擬患者（ＳＰ）養成会
■Faculty Development（ＦＤ）
■English communication skill seminar
■出前講座
■学校見学
■新たな教育手法の開発

■キャリアプランニング
・就職ガイダンス
・卒前教育
・生涯教育

■出前講座
■学校見学

■医師の育成
■看護師の育成
■医師の派遣

■卒後臨床研修・後期研修の充実
■医療・福祉体験プログラムの提供
■各種講習会・セミナーの開催による
医師の生涯教育の支援

■福島県臨床研修病院ネットワークの統括

スキルラボ

福島災害医療
セミナー

福島アドバンスド・
コース

就職ガイダンス

１４ 医療人育成・支援センターの強化・充実

お問い合わせ先 医療人育成・支援センター
電話：024-547-1047 メール：cmecd@fmu.ac.jp

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
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～ 事業概要 ～１５ 新専門医制度に向けた取組

１．事業の目的・概要

新たな専門医に関する仕組みは、専門医の質を高め、
良質な医療が提供されることを目的として構築

視点

＜専門医の質＞

各学会が独自に運用。学会の認定基準の統一性、
専門医の質の担保に懸念。
＜求められる専門医像＞

専門医としての能力について医師と患者との間に捉
え方のギャップ。
＜地域医療の安定的確保＞

医師の地域偏在・診療科偏在は近年の医療を巡る
重要な課題。

現状

●基本的な考え方

・新たな専門医の仕組みを、国民の視点に立った上で、
育成される側のキャリア形成支援の視点も重視して構
築。

・例えば、専門医を「それぞれの診療領域における
適切な教育を受けて十分な知識・経験を持ち、患者か
ら信頼される標準的な医療を提供できる医師」と定義。
（「神の手を持つ医師」や「スーパードクター」を意味す
るものではない。

・新たな専門医の仕組みは、プロフェッショナルオー
トノミー（専門家による自律性）を基盤として設計。
●中立的な第三者機関

・中立的な第三者機関を設立し、専門医の認定と養
成プログラムの評価・認定を統一的に行う。

・第三者機関において、専門医の質や分布等を把握
するため、専門医等に関するデータベースを構築。
●総合診療専門医

・「総合診療専門医」を基本領域の専門医の一つとし
て加える。

・「総合診療専門医」の認定・更新基準や養成プログ
ラムの基準は、関連学会や医師会等が協力して第三
者機関において作成。

新たな仕組みの概要

○専門医の質の一層の向上（良質な医療の提供）
○医療提供体制の改善

期待される効果

・内科学講座、外科学講座を臓器別に再編
内科学部門 ５講座 ⇒ ８講座
外科学講座 ３講座 ⇒ ５講座
リハビリテーション学講座の新設

・後期研修プログラムの作成

平成２９年度 新専門医制度による後期研修開始

本学における対応

お問い合わせ先 医療人育成・支援センター
電話：024-547-1047 メール：cmecd@fmu.ac.jp

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
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○ 高齢化、医療需要の増大
○ 医療の高度化
○ 疾病構造の複雑化

全国的な動き

○ 原子力災害等の根深い影響
○ 県民の健康不安の増大
○ 医療従事者の流出

県内の動き

○ 高度な知識・技術を備えた人材
○ チーム医療の一役を担う人材
○ 地域に根ざし、地域医療を支える人材

求められる人材像

１６ 保健医療従事者養成施設整備事業

保健医療従事者の安定的な確保の必要性



○ 大学附属病院による確固とした医療提供体制
○ 国内最先端の研究拠点
○ 医学部・看護学部の運営で培った豊富な教育経験
○ 県による直接養成の必要性

望ましい運営先

県立医大による
運営が望ましい
（新たな学部設置を想定）

○ 養成職種及び定員（１学年）
理学療法士（40名）、作業療法士（40名）、
診療放射線技師（25名）、臨床検査技師（40名）

○ 設置場所及び敷地面積
福島市栄町地区 約３，０００㎡

○ 想定される延床面積
約１８，０００㎡

○ 建設費用
約１００億円（建設本体工事、一般備品費含む）
※ 実習・研究機器、建設関連経費の物価上昇分は含まない。

施設概要（基本計画時想定）

○ 高度な知識と技術等を備えたプロの医療技術者の育成
○ 国際的な視野を持って活躍できる人材の育成
○ 本県での活躍を志向する人材の育成
○ 教育・研究成果の世界に向けての発信

教育に係る基本的な考え方

お問い合わせ先
教育研修支援課
新医療系学部設置準備室
電話：024-581-5193
メール：shinzyun@fmu.ac.jp

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
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ふくしまいのちと未来のメディカルセンター棟に
子どもと女性の安心のための２つのセンターを拡充・新設

【入院】 小児用病床 58床（+12床）

〔新〕ＰＩＣＵ【小児集中治療室】8床

→小児病床の拡充、小児専用集中治療室の新設に
より、県内の小児救急・重症患者をカバー

【入院】 産婦人科病床 31床

ＭＦＩＣＵ【母体・胎児集中治療室】9床（+3）
ＮＩＣＵ【新生児集中治療室】15床（+6）
ＧＣＵ【継続保育室】12床（+4）

→ NICU等の拡充により県内の妊産婦・新生児をカバー

総合周産期母子医療センター こども医療センター

安心して子どもを産み、育てられる福島県へ

24H体制
24H体制

24H体制

ふくしま子ども・女性医療支援センター（平成２８年４月開設）

周産期医療を中心に、妊娠の前段階から妊娠、出産、子どもの成長、女性の
生涯にわたる健康を一貫して支援

福島県立医科大学の産科婦人科学講座・小児科学講座と連携し、子どもと女性
の医療に携わる医師を養成する。

招へい

•周産期を中心とした、子ども・女性医療に携わる医師を養成できる優れた指導
医の招へい

指導
•招へいした指導医による実践・教育 （大学及び附属病院、県内拠点病院等）

養成

•県内の子ども・女性医療水準の向上

•県内における産婦人科医、小児科医の増加・定着

〔活動内容〕
・全国から産婦人科、小児科等の医師招へい
活動を実施
・医大（附属病院）での高度診療・指導
・県内拠点病院に対する医師派遣を通じた
支援
・スキルアップのための講習会・研修等の
実施

地域小児医療センター(4)
※大原綜合病院、太田西ノ内病院、竹田綜
合病院、総合磐城共立病院

地域周産期母子医療センター(5)
※大原綜合病院、太田西ノ内病院、国立病
院機構福島病院、竹田綜合病院、総合磐
城共立病院

産科婦人科学講座：教育・研究 小児科学講座：教育・研究

魅力ある研修体制、人材育成支援事業の構築によ
り、県内外から産婦人科医、小児科医を志す医学生、
医師が集い、福島県に定着することを目指す

妊娠の前段階 妊娠 出産 子ども 女性の健康

大学（講座）

専門人材
による

実践と教育
を通じた
人材の養成

附属病院

医療支援を
通じた

人材の養成

この他、小児・女性医療に関する診
療科を持つ中核的な医療機関

医療支援
人材養成

福島県内

連携・協力

【外来】：産科婦人科、不妊治療 等 【外来】小児科、小児腫瘍内科、小児外科 等

福島県立医科大学

受入能力・
機能強化に
よる支援

１７ ふくしま子ども・女性医療支援センターについて
お問い合わせ先
事務局
ふくしま子ども・女性医療支援センター
電話：024-547-1385
メール：fmccw@fmu.ac.jp
URL：http://www.fmu.ac.jp/home/fmccw/

http://www.fmu.ac.jp/home/fmccw/
http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
mailto:fmccw@fmu.ac.jp


～ 事業概要 ～

１．病院の再整備

病院再整備のコンセプトを【誰からも 選ばれる 大学病院】とし、3つの柱から構成した。

診療・教育・研究

誰からも 選ばれる 大学病院
「誰」とは、患者・学生・研修医・他の医療機関・取引先・院内で働くスタッフを指す。

多くの症例に学ぶことので
きる実践的な教育
数多くの症例に立ち会い豊
富な医療経験を積むことが
できる充実した環境と教育
プログラムを提供する。

ここだからこそ受けられる
教育
福島医大ならではの医学教
育を提供する。

患者の気持ちに寄り添う医療
病気や怪我で不安を抱える患者とそれ
を支える家族や友人、それらの方々の
気持ちに配慮し、そうした気持ちに応
えることで未来に希望が持てる医療を
提供する。
豊富な実績を積み重ねた進化し続ける
医療
治療実績が豊富であり、治療成績にも
優れた先進的な医療を提供する。
ここだからこそ受けられる医療
福島医大ならではの医療技術に基づき、
他の医療機関からも選ばれる医療を提
供する。

「患者のため、みんなのた
めに」と思える職場
患者だけでなく、スタッフ
を含めたみんなのために働
こうと思える活気ある職場
を提供する。

効率的かつ効果的な運営に
基づく自律した経営
経済的に自立し、かつ、効
率的な運営を行う自律した
経営を目指す。

【教育】の柱 【医療】の柱 【経営】の柱

大学病院とし
て必要な機能

の充実

最先端医療
の環境整備

１８ 病院の再整備と病棟再編への対応

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf


１．病院の再整備

【教育】の柱 【医療】の柱 【経営】の柱

手術室の高機能化 ハイブリット手術室・MRI手術室

医療連携センターの新設

病棟再編 (詳細は次ページ)

手術室の増室・材料部の移転
人工透析室の拡充、リハビリテーションセンタ-の拡充

研修医・学生(医学部・看護学部)
の執務室の整備・スキルラボの拡充

入院患者厨房の整備、病室の個室率の向上
コンビニエンスストア等の拡充

スタッフステーションのオープン化

来院者食堂の整備、スタッフ食堂、スタッフラウンジの整備
医師宿直室の整備、看護師仮眠室の整備、スタッフロッカーの整備

エネルギー棟の機器の改修・更新

１８ 病院の再整備と病棟再編への対応

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf


2. 病棟再編への対応

新専門医制度(「総合診療医」や「領域別専門医」)に合わせて診療科の枠にとらわれ
ず、内科系・外科系等の大きな枠組みで病棟の再編を行う。
このことにより、総合的な診療のニーズに応じえながらも質の高い専門的な医療を

提供する体制を整え、福島県の提唱する“健康長寿日本一”に寄与する。
また、フレシキブルに病床管理ができ病床稼働の向上につなげる。

１８ 既存病院の再整備と病棟再編への対応

お問い合わせ先 病院経営課
電話：024-547-1821
メール：bkeieig@fmu.ac.jp

センター名 診療科

メディカルセンター 消化器内科、リウマチ・膠原病内科、腎臓・高血圧内科、呼吸器内科

循環器センター 循環器内科、心臓血管外科

サージカルセンター 消化管外科、肝胆膵・移植外科、呼吸器外科

脳疾患センター 神経内科、脳神経外科

運動器センター 整形外科、人工関節センター

こども医療センター 小児病棟、PICU、NICU、GCU、産科、MFICU

高次救命救急センター 救命救急センター外来、救命救急センター、被ばく病床

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
mailto:bkeieig@fmu.ac.jp


～ 事業概要 ～１９ 地域医療機関との連携

１．事業の目的・概要

患者さんが、いつでも最新最良の医療を受け、安心して療養生活を継続して過ごせるよう、地域の医療機関との連携を図り、地域
の医療水準の維持・向上に貢献する。

当院は、高度で専門的な医療を提供する特定機能病院として、専門医としての知識や高度な検査・治療あるいは入院を必要とす
る患者さんを、地域医療機関（かかりつけ医）から紹介いただき、受け入れる。

地域の医療機関がそれぞれに持つ機能をより効果的に分担・運用し、患者さんの症状が安定したら、再び地域医療機関に紹介し、
継続的な医療を提供、日常的な健康管理を行なっていく。

地域連携事業推進体制

病院

診療所

施設

県立医大病院

地域連携部
【医療連携・相談室】

前方連携 後方連携

患者 患者

診療所

病院

施設

在宅

紹介患者
受入

退院
支援
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在宅療養
への支援

～ 事業概要 ～１９ 地域医療機関との連携

２．これまでの取組み等

○ 紹介・逆紹介の増のための取り組み
連携登録医制度（平成25年9月～）、連携登録医メールマガジンの発行（平成26年3月～）、

○ 前方連携の取り組み
転院受入のための院内統一システム運用（平成27年2月～）、 返書管理の徹底（平成26年7月～）

○ 後方連携の取り組み
連携協力病院（8病院）（平成24年～）

○ 入退院支援センター（PFMセンター）開設（平成26年5月～）

３．将来の姿・方向性

・高度医療の提供

・入院前から医療・
生活の両面から患
者支援を実施

院内多職種による
連携

ネットワークで情報提
供

共通の医療サービス
の提供

高度な医療
等の必要時
に紹介

病院

一般急性期病院等

診療所

診療所

在宅

訪問看護・
介護

リハビリ等在宅医療・
訪問介護

退院・転院

逆紹介

県立医大病院

施設

連携

お問い合わせ先
地域連携部（医療連携・相談室）
電話：024-547-1885
メール：renkei@fmu.ac.jp

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
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～ 事業概要 ～２０ 地域包括ケアシステムへの対応

１．事業の目的・概要

福島県立医科大学 は、医療分野において、高度で専門的な医療を提供する特定機能病院（急性期病院）として、地域医療機

関（かかりつけ医）と連携しながら、患者さんにとってより良い医療を提供し、また、地域医療機関のバックアップ機関としての役
割も担うことで、福島県の地域包括ケアシステムを支えていく。
平成２６年１０月、福島県による「地域包括ケアシステム推進検討会議」が設置され、システム構築に向けての具体的な検討が

始まっている。

介護

・ 在宅系サービス
・施設・居住系サービス 等

福島県立医科大学
「特定機能病院」

地域医療機関 （かかりつけ医）

連携

・ 地域ボランティア、自治会、
NPO活動 等

住まい

予防・生活支援

医療

通所・入所 通院・入院・
在宅医療支援

地域の見守り

地域包括ケアシステム

団塊の世代（約８００万人）が７５歳以上となる２０２５年を目途に、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援を目的として、
可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるような、地域の包括的な支援・サービス
提供体制。住まい・医療・介護・予防・生活支援を一体的に提供する。
市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の特性に応じて作り上げていくことが必要とされている。

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPeCf2NApVLloAZhGU3uV7/SIG=12buoi96b/EXP=1426818678/**http:/livedoor.blogimg.jp/fumira/imgs/2/2/2259b90d.jpg
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～ 事業概要 ～２０ 地域包括ケアシステムへの対応

厚生労働省主催「第１回医療介護総合確保促進会議
（H26.7.25開催）」資料

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf


～ 事業概要 ～２０ 地域包括ケアシステムへの対応
厚生労働省主催「第１回医療介護総合確保促進会議（H26.7.25開催）」資料

制度について
事務局企画財務課 企画担当
電話（直通）024-547-1013
メール：kikakug@fmu.ac.jp

地域医療機関との連携について
地域連携部（医療連携・相談室）
電話（直通）024-547-1885
メール：renkei@fmu.ac.jp

http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
mailto:kikakug@fmu.ac.jp
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～ 事業概要 ～２１ 会津医療センター 健康長寿に向けた特色ある取組み

○出前講座の実施
当センターの医師及び職員が職場や地域に出向いて、当センターの

有する診療機能等を広く地域住民の方々に発信していくための出前講
座を実施しています。
実施範囲は会津若松市、喜多方市、耶麻郡、河沼郡、大沼郡内とし

ていますが、医師派遣にかかる費用等は一切いただくことなく、無料で
実施しています。
毎年度、多くの方々からお申し込みいただき、好評をいただいており

ます。詳細につきましては、会津医療センターホームページに掲載して
おりますので、こちらをご覧下さい。

○ＰＦＭ（Patient-Flow-Management）システムの導入
外来や病棟、地域という患者さんの一連の治療環境をマネジメント

その人にとって必要なケアや支援について、医師や担当看護師、
認定看護師などと相談しながら、外来受診中・入院中・退院後の
すべての過程において切れ目なく介入します。
地域住民の方々へのヘルスプロモーション活動を行っています。

○看護専門外来の開設
平成２７年６月１６日に、当院に通院・入院中の患者さんとご家族、
地域の皆様を対象とした看護専門外来を新たに開設しました。
健康や療養に関するお悩みや不安、疑問などについて、専門知識
と技術を持った看護師が、一緒に解決策を考えるお手伝いをさせて
いただきます。
会津医療センターニュースレター第5号において、特集号として紹

介されておりますので、ぜひこちらをご覧ください。

お問い合わせ先 会津医療センター 事務局経営企画室
電話：0242-75-2242
メール：a-keiei@fmu.ac.jp

○医学教育システム開発センター
当センターは、医学部学生の実習を実施するとともに初期及び

後期研修医の修練施設としての役割を担っております。そのよう
な背景から、学・学共同研究および企業との連携を通じて、より
充実した医学教育を目指し、医学教育システム開発センターを開
設しました。
主な取組みとしては、自治医科大学と協力し、実験に供された

ブタの腹壁を凍結して当センターへ移送し、解凍後に患者説明・
局所麻酔・縫合手技を評価しつつ縫合実習を
行う『皮膚縫合シミュレーション実習モデル』
の開発や、会津大学出身者を中心とした地
元企業の協力のもと、『医療従事者向けACLS
（二次救命処置）トレーニング iPadアプリ』の
開発などに取り組んでいます。

http://www.fmu.ac.jp/amc/demaekouza/demaekouza.html
http://www.fmu.ac.jp/amc/pdf/newsletter_005.pdf
http://www.fmu.ac.jp/univ/daigaku/hukkou_plan/plan_all.pdf
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